
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～小学校が目指すアクティブラーニングに継げるために～ 

「小学校の学習指導要領」が目指す「主体的・対話的で深い学び」（アクティブラーニング）に継

げるため、私達は自然が定めたプログラムに従って、順を追って現れてくる生命力、即ち「敏感期」

を知り、敏感期を見逃さず、成長に寄り添い、これをうまく学びに生かし、環境を整備し、子ども

の自発的活動・主体的活動に継げています。私達は、こども達の自ら伸びようとする力を尊重し、

その生命と魂に仕えます。 

言語の敏感期を支える 

様々な教具教材 

（果物の実物合わせ） 

 

運動の敏感期を支える 

工夫された園庭（ｲﾝﾌｧﾝﾄｺﾐｭﾆﾃｲｰ） 

坂を駆け登る 

感覚の敏感期（視覚教具） 

三原色の色水の混合 

赤＋青＝紫 青＋黄＝緑 

 

秩序の敏感期（ペックボード） 

色のより分け、分類 

数・色・規則性など知性の現れ 

小さいものへの敏感期 

「ほら、かえるを見つけたよ!!」 

礼儀・作法の敏感期（出欠報告） 

日常活動（社交的ふるまい） 

文化の敏感期 数の敏感期 
子どもの「敏感期」 

※名誉園長 松浦公紀先生の著書 

「6歳までに一生を支える力を育む モンテッソーリ子育て 15か条」より引用 

人種の紹介  
黄色人種・白人・黒人 

世界の主食 
御飯・パン・ﾄﾙﾃｨｰﾔ 

シ 

葉のタンス（葉の形の名前） 

せんけい、ほこがた、やじりがたなど 

(ａ＋ｂ＋c)3 
三項式のピース 

数字の概念 
1～5 のｼﾝﾎﾞﾙと量の一致 


